
森の中で一生懸命作業する様子

青年セミナーで連帯感が芽生えた!青年セミナーで連帯感が芽生えた!
●連合群馬青年委員会主催

青年委員会は１１月１９～２０日、組織の枠を超えた仲間づ

くりを目的とした青年セミナーを開催し、１４産別から３８名

が参加しました。

1日目ははじめに交流ス

ポーツを行い、その後、会

場を移し県政や国政につい

て意見交換を行いました。

県政については組織内の

６県議を招き、　県議にな

るきっかけ、　日常活動に

ついて意見交換を行いまし

た。そして、角田参議院副議長と富岡参議院議員を招いた夕食

懇談会では、和気あいあいと国政について意見交換を行いまし

た。

２日目は若者と政治の

関わり方などのグループ

討議を行い、最後に討議

内容についてグループ発

表を行いました。参加者

は２日間の交流を通して

連帯感や仲間意識を養う

とともに、議員との意見

交換は政治を身近に感じ

る有意義な場となりました。

＜あかぎ親しみの森について＞
「あかぎ親しみの森」は第４９回全国植樹祭(９８年５月

１０日)の理念を引き継ぎ、幅広い緑化運動を展開するため

ＮＰＯ「森の会」が自主整備を行っている国有林です。

今回は９８年当時から連合群馬に割り当てられている区

画について、４年ぶりに整備を行ったものです。

１１月２１日、自然循環

型社会の実現や自然とのふ

れあいの場と環境意識高揚

を目的に、組合員・家族

７１名が参加する中で｢あ

かぎ親しみの森｣整備事業

に取り組みました。

当日は天候にも恵まれ、森林管理署の指導員のもとで手ノ

コ・ナタ・チェンソーなどを使って枯木の間伐や雑草の下草刈

りを行い、気持ち良い汗を流しました。

また、家族連れの参加者は子どもと一緒に木片でキーホルダ

ーなどを作り楽しみました。
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